
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ダイバーシティ・インクルージョン」 

平成１５年に制定された東京都板橋区男女平等参画基本条例では、全ての区民が個人としての尊

厳を重んじられ、性別による差別的な取扱いを受けることなく、個人としての能力を発揮し、ともに住みやす

いまちをつくる男女平等参画社会の実現を私たちの願いとしています。 

人と人とがお互いの違いを理解し合い、お互いの人権を尊重することは、価値観の多様化した現代社会

を生きるうえでとても重要なことです。ＬＧＢＴを理解することから多様性を認める社会（ダイバーシティ・イ

ンクルージョン）の実現をめざしましょう。 

 

 

 

〜お互いを理解し、認めあえる社会へ！〜 

※このリーフレットではＬＧＢＴを「ＬＧＢＴをふくむ性的少数者の総称」として使用しています。 

から学ぶ 

Lesbian 

レズビアン 
女性として女性が好きな人 

Ｇay 

ゲイ 
男性として男性が好きな人 

Bisexual 

バイセクシャル 
異性も同性も好きな人 

Transgender 

トランスジェンダー 
心と体の性に不一致を感じる人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＧＢＴって何？〜性のあらわれ方は十人十色〜 

  「ＬＧＢＴ」とはレズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダーの頭文字を取ったもので、性的少数者

の総称として使われる言葉です。【それぞれの説明は表紙参照】 
ＬＧＢＴ当事者も、そうではない人も、性のありようは以下の４つの要素から構成されていて、そのあらわ

れ方は十人十色です。 

 

 

Sexual Orientation 

 （性的指向） 

＋  
Gender Identity 
  （性自認） 

SOGI とは、上記４つの要素のうちの「性的指向（Sexual Orientation=SO）」

と「性自認（Gender Identity=GI）」を略したもの。性的少数者も、そうでない人

も、誰もが「SOGI」 という、多様な性のグラデーションの中を生きています。 

体の性 
 
戸籍に記載されている性別を指します

が、性分化疾患などもあり、実際の体の性

のありようは、単純に男女には二分できま

せん。 

心の性〔性自認〕 

 

性自認とは、「自分をどんな性別だとお

もうか」。体と心の性が一致しない人（ト

ランスジェンダー）や男女のどちらでもと

思う人もいます。 

好きになる性〔性的指向〕 
 

性的指向とは、「どの性別が恋愛対象に

なるか」。同性を好きになる人（ゲイ・レ

ズビアン）、男女の両方を好きになる人

（バイセクシャル）などが含まれます。 

表現する性 
 

服装やしぐさ、言葉づかいなど。やわら

かな物腰の男性や、ユニセックスなファッ

ションスタイルなど、人によってそれぞれ

です。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＧＢＴの現状と課題 〜｢いない｣のではなく｢見えていない｣だけ〜  
様々な調査において３～８％程度の割合で性的少数者の方がいると言われています。自分の周りには

「いない」のではなく「見えていないだけ」です。 

そしてＬＧＢＴ当事者が直面する課題は様々な場面（学校、職場、役所、病院、トイレ、災害時な

ど）に及ぶことも理解しましょう。 

そしてめざすは 〜誰もが能力を発揮できる生きやすい地域社会〜 

 

包摂、包含。多様性をお互いに尊重し、認
め合い、活かし合うこと。 

多様性。人種、性別、年齢、身体的特徴、
スキル、価値観などあらゆる人の在り方。 

ＬＧＢＴを含む多様性を認め、「ダイバーシティ＆インクルージョン」が実現した、誰もが能力を発揮できる

生きやすい地域社会をめざしましょう。 

 

板橋区は、 

「ダイバーシティ＆インクルージョン」と「ワーク・ライフ・バランス」の推進に取組み、 

仕事と生活が両立し、誰もが働きやすく能力を発揮できる社会 

＝「いたばしグッドバランスが実現した社会」をめざしています。 

 

国 籍 

年 齢 障がい 人 種 文 化 疾 病 

多様な人々に対する理解 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板橋区立男女平等推進センター「スクエアー・Ｉ(あい)」相談室をご利用ください。 

相談室 

 

パートナー、友人、家族との関係、職場や学校での生活

において、ひとりで悩んでいませんか？電話による相談を受

け付けています。まずはお電話ください。 
 

☎ 03-3579-2188 
 

※ＬＧＢＴ当事者の方からのご相談は、施設の都合により電

話による対応とさせていただきます。 

 
<所在地> 
板橋区保健所５階 

<相談日時> 
【総合相談】※年末年始を除く 

月曜～金曜日・第２土曜日 
の 9時～17時 

※その他、フェミニスト相談・ＤＶ専

門相談については相談室までお問い

合わせください。 

 

 

 

 

 

編集・発行／板橋区総務部男女社会参画課 平成 30 年 3 月発行 

☎03-3579-2486 Fax03-3579-2345 メール:j-danjo@city.itabashi.tokyo.jp 

 

【ＬＧＢＴに関するご相談】 

 

ＬＧＢＴアライ（ＡＬＬＹ）〜アライの気持ちを表明しよう〜 

英語で「同盟、支援」を意味するＡＬＬＹが語源。ＬＧＢＴ当事者を理解し、支援していこうという考え

方。あるいはそうした立場を明確にしている人々を指す言葉です。 

ＬＧＢＴアライ（ＡＬＬＹ）が増えることによってＬＧＢＴ当事者が生きやすい社会の実現に近づきま

す。６色レインボーのグッズを身に着けたり飾ったりすることで、アライ（ＡＬＬＹ）であることを表明できます。 

 

ＬＧＢＴアライ（ＡＬＬＹ）を表明する６色レインボーのグッズは、

シール、缶バッジ、メモなどさまざまです。 

板橋区はストラップを作成しました。板橋区男女平等推進センター「ス

クエアー・Ｉ（あい）」のスタッフによる心を込めた手作りです。 

板橋区内にＬＧＢＴアライ（ＡＬＬＹ）を増やすため、「スクエアー・

I（あい）」や男女社会参画課が開催する講座等で配布していきます。 

 

板橋区の皆さまが生きやすい社会になりますように♪ 

ＬＧＢＴアライ（ＡＬＬＹ）を表明する６色レインボーグッズ 


